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は
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を
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を
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-怒ら奈良盟

なら世界遺産ひろば&ガイド

『な 5奈良館 』
-3月28日刷、古都奈良白玄関口近鉄奈良駅ビ101ζオ ブン~

ユネスコの世界遺産ご阻されItfol¥輔の文
化財jゃ「溢檀奇地鍾¢仏微温盗吻ム B'区の木造
温築の歴史や織遺伝統史街仏.の世界8どを電

興パネル樹型映・"どで紹介しています

家た 「大仏さまの左手(実智大綱温))ゃ f仏頂
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【問1山時刊5防(入館は午後4刊で)

11・ 断j東肉中町'"遁依家庭駅ピル， ;・〔匪..，:.1，均まぜん1
1休館日I月曜日(その臼~'!l/.1Iの場合t主要'" 復目の翌日(ぞ

【入健制}

のEl~'_l 臼曜U，NlIlあたるときを除<)， 1 2月~

目、翌年 1jJ HI 

III¥'.!llttJ剤投脊世界遺産設へ

-展示案内・

『世"趣宣@まち寝息』コーナー
<o陪商)

准界遺層厳『占a:J:>n.の文化財』刷 fi.t
掩Jヤ槍.の仏教強虚物』をひ奥 パネ
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ま尻 ユネスコから廻ら

"た『古書l{t11.の文化財j

の.界遺虚量録包定谷や資

eみなども襲不しています

tl'，nl".~ 

『仏・・@飽界』

"隊創
闘軒「糊(陥}

晴桝仏嘱{附)帥

七に岬の符僚の制力

などをパネ

〈似合しています.

申~.畑、

コ望書""-:.

『早闘の鍾則コーナー <o刷)

世界iI(j; r古傷舶の文化財J1はんだ事制晴子を写
奥パ永^機躍などで見るニ，ができますE

r~"I.U ~分闘など閥績の相村総みの闘などが属
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こ，ができます.，た
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への聞もを深めてもらえます. 鮒介していけ巴
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4月1固からro・Uザィクル途jが輸象ります特定の家電製屈を小売寄が引き取り メ カが
')ザイクJレすることで こみの滅.と資源の有惣刷帽を権道<るための，衝で<.

処分の手順

①処分しようとする製届を 「買った底Jb岡じ樋鯛の回aを f買
おうとしている腐jに週錯します.

判 明区凱糊を引を取る酬がありま札

@小兜庖 メーカの殴定する料盆 (限集運.料盆再商."制

盆)を酷い醐明惜します.

哨卸小曲メーカー咽 認してく白い.
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付修行いまぜん. 叩{開リザイク酬の乳時一-

I肌、合同I，叶剛健輔(曾ij-30(1)".
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コヲと不思議な仲間短ぢ 4月3回目「大和のうた方議の.，と闘してさ"
，.うたに鼠彦mと策良犬訓ζかかわる盲.のう止と 万贋
..創出醐肺酎制時め" 髄点展示し刊

献とれに伴い 杉岡軍輔自ら1I;ri川町司、て
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万蔵の取J.
と目を 4川"口"附附一 7川"回河州i削…刊制川"斗.叩圃恥什前刊9岬縛
、叶q後5時 (は人.眠R
』凶崎6暗趣柑と晴高醐佼桝キ 市帖径f何P同の予川a以批上とH也身柑隊泊机、 J釦z引"摘舞
，れキ .体瞳目 月.暗‘円 (川4刈，殉捌。制i日!は'欄明醐'鎗歯 5列"日"は£休.動ω 

『大和のうた

盟

使しく妻。，'.方曹の・eを隼"し 歯療に演
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!・・切り141110日

!とをI，胞団岬前7時、同字削夫村
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'" 貝 I ~人
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車し帥 岬"刊l住所日惜棚田.~，'・Ltå8いで各制日肘岬相.祭実行制会事嗣
{市役柄眼光棟内)へ.¥再起書役人体織yア '"紋i 入限旬。'"一首万集号 yオヴ a タ'"紋i玄人までe多ι渇合"袖湿
昨闘軒"掛かa析しい平削'"らそうと 刊 1811' 19 [11:'1'剛院で町 ~ tT. 担~" +ども から"とf.t~円安 L
めるイベントやコンザートなど炉峰。だ〈きんです.
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の量織の~"らさ生還字図活.をしているグル
ープ醐介し""入金刊を広明航つ
いて隠それぞれの進絡先へお願しめま宮

附齢者置かピス包ンー……

.と従寮.の人を舎周として ゆとりある司...繍づくりとa利
融の死恥た抗措置J咽曲集析-:>"(11!阿

I蜘開閉会J(内}刷会 掛 川削人 K
"人 山 附 i酬のある人相.体験入会可 〈範}

.際公民銘 〈適)包"ーω'"'爽の後..子
【ζうさぎの舎】〈内〉 日本健l!Ii(I!) 11人女口人 {入}
みん企む君臨マークでやっでいます 一日仏様可 〈緒，.

隣公民館 (適)包'"ゆ，.開の・担典子

[V. S. K.シンフ奪三ッタアンザンブルJ(内〉 市内含中

七色した吹礎豪語責身 (般""人 現"̂• k l ~人 〈入)
然，'.1誉棄がしたい人 "曙"使Uに時間がとれる人除過
(掴}桝の相輔 ljllt:t昨叶山間
1 ，ンクラメンの盆J(内}つまみ佐 {厳， ;人 "人
(入)泊島綱島町時で.繕 ，.， ェ容公民館 〈湿}曾2令-nllli 
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1・'.肉.，
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l受付脅筒1午前9降、午後5時(月哩目 健日め翌日"体み)
l聞眠い曾わttI闘争? ピスセンタ {司t630 g帥6佐保台酋
町 115 n71-Z‘3 ~ . i耐71-9155)へ.
国25山EまJ
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